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私
は
本
を
読
む
の
が
大
の
苦
手
だ
。
と
に
か
く
集
中
力
が
な
く
、
読
む

の
が
遅
い
。
全
部
読
み
終
わ
る
前
に
、
他
の
本
を
読
み
始
め
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、
す
ぐ
に
読
み
も
し
な
い
本
を
買
い
貯
め
て
、
置
き

場
に
困
っ
て
し
ま
う
。

私
は
本
を
読
む
よ
り
、
人
と
話
す
ほ
う
が
好
き
な
タ
イ
プ
だ
。
大
学
生

時
代
、
よ
く
図
書
館
に
い
た
た
め
、
友
人
た
ち
は
私
が
い
つ
も
本
を
読
ん

で
ば
か
り
い
る
と
思
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
単
に
話
し
相
手
に
な
る
友
人

が
来
な
い
か
、
空
調
が
効
い
た
図
書
館
で
待
っ
て
い
た
だ
け
だ
。

だ
か
ら
、
私
は
全
く
も
っ
て
「
読
書
人
」
な
ど
で
は
な
い
。

し
か
し
気
が
付
く
と
、
そ
ん
な
私
が
本
を
書
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

単
著
に
『
日
本
の
中
国
占
領
統
治
と
宗
教
政
策

─
日
中
キ
リ
ス
ト
者
の

協
力
と
抵
抗
』（
明
石
書
店
、
二
〇
二
〇
年
）、
共
著
に
『
増
補
改
訂
版

は
じ
め
て
の
中
国
キ
リ
ス
ト
教
史
』（
か
ん
よ
う
出
版
、
二
〇
二
一
年
）、

訳
著
に
『
王
道

─
21
世
紀
中
国
の
教
会
と
市
民
社
会
の
た
め
の
神
学
』

（
新
教
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、『
香
港
の
民
主
化
運
動
と
信
教
の
自
由
』

（
教
文
館
、
二
〇
二
一
年
）、
他
に
論
文
が
い
く
つ
か
あ
る
。

い
ず
れ
も
中
国
大
陸
や
香
港
の
キ
リ
ス
ト
教
（
一
部
、
日
本
も
含
む
）

に
関
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
本
を
多
く
読
ん
だ
か
ら
書
け
た
も
の
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
中
国
や
香
港
の
現
地
の
空
気
を
吸
い
、

そ
こ
に
生
き
る
一
人
ひ
と
り
の
キ
リ
ス
ト
者
と
出
会
い
、
語
り
合
い
、
祈

り
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
彼
ら
の
こ
と
を
書
い
た
り
翻
訳
し
た
り
し
た
も

の
ば
か
り
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
本
を
書
く
た
め
に
一
定
の
量
の
他
の
本
を
読

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
私
が
書
い
た
本
は
、「
本
を
読
む
」
こ
と
よ

り
も
、「
人
を
読
む
」
こ
と
を
通
し
て
書
い
た
書
物
、「
読
人
書
」
と
言
え
る
。

自
分
で
「
読
人
書
」
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
今
さ
ら
な
が
ら
改
め
て
気

づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
苦
手
に
思
っ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま

な
書
物
も
、や
は
り
同
じ
よ
う
に
「
読
人
書
」
な
の
だ
と
。「
読
書
」
と
は
、

単
に
書
物
の
文
字
を
読
む
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
書
物
の
中
あ
る
い
は
背

後
に
い
る
「
人
を
読
む
」
こ
と
な
の
だ
と
。

（
ま
つ
た
に
・
よ
う
す
け
＝
金
城
学
院
大
学
宗
教
主
事
・
准
教
授
／

日
本
基
督
教
団
教
務
教
師
）

出
会
い

本人

読
人
書
─
─
人
を
読
む
書

松
谷
曄
介
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筆
者
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、「
日
本
キ

リ
ス
ト
教
史
」
を
学
ぶ
上
で
手
引
き
と
な
る

三
冊
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
キ

リ
シ
タ
ン
史
研
究
に
遡
る
膨
大
な
蓄
積
か
ら

選
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
こ
こ
で
は

筆
者
が
専
攻
し
、
研
究
史
を
跡
付
け
得
る
日

本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
を
中
心
に
筆
を
進
め

た
い
。

大
濱
徹
也『
明
治
キ
リ
ス
ト
教
会
史
の
研
究
』

　
昨
年
暮
れ
に
上
梓
し
た
拙
著
『
近
代
日
本

の
キ
リ
ス
ト
者

─
そ
の
歴
史
的
位
相
』（
聖

学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）
で
も
指

摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史

研
究
は
、
そ
の
先
蹤
者
・
隅
谷
三
喜
男
氏
の

課
題
意
識
に
促
さ
れ
、「
近
代
精
神
の
淵
源
」

た
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
思
想
的
・

社
会
的
影
響
力
を
長
ら
く
問
う
て
き
た
。
如

上
の
志
向
は
し
か
し
、
西
欧
近
代
批
判
の
浸

透
に
伴
い
相
対
化
さ
れ
、
今
や
研
究
の
主
流

は
、
教
会
や
キ
リ
ス
ト
者
の
「
戦
争
協
力
」

な
ら
び
に
そ
の
「
天
皇
制
」
や
植
民
地
支
配

と
の
親
和
性
を
追
及
す
る
論
考
に
移
行
し
た

感
が
あ
る
。

　
た
だ
し
前
者
の
視
座
は
、
理
念
と
し
て
の

近
代
に
引
き
ず
ら
れ
る
あ
ま
り
、
時
代
を
生

き
た
キ
リ
ス
ト
者
の
把
握
が
や
や
観
念
的
で

あ
り
、
ま
た
後
者
の
場
合
、
論
者
の
依
拠
す

る
価
値
観
や
そ
の
解
釈
枠
組
み
が
前
面
に
押

し
出
さ
れ
が
ち
な
た
め
、
い
さ
さ
か
外
在
的

な
「
批
判
」
に
陥
っ
て
い
る
憾
み
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
乗
り
越
え
る
に
は
、

近
代
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
と
そ
の
信

仰
・
思
想
を
、
時
代
社
会
を
ふ
ま
え
て
内
在

的
に
解
き
明
か
し
、
そ
の
具
体
的
な
相
貌
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
近
代
日
本
と
い

う
歴
史
的
な
場
に
根
ざ
し
た
キ
リ
ス
ト
者
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
枢
要
で
あ
る
。

如
上
の
基
礎
作
業
を
遂
行
す
る
上
で
、
大
濱

徹
也
氏
の『
明
治
キ
リ
ス
ト
教
会
史
の
研
究
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）
は
、
ま
ず

参
照
す
べ
き
文
献
で
あ
る
。
氏
は
本
書
に
お

い
て
、
西
上
州
、
滋
賀
県
、
北
海
道
空
知
と

い
う
特
色
あ
る
地
域
を
中
心
に
、
明
治
前
期

に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
形
成
過

「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
」を
学
ぶ
に
は

▼
こ
の
三
冊
！

村
松

　晋
（
む
ら
ま
つ
・
す
す
む
：
聖
学
院
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
教
授
）
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程
と
構
造
を
分
析
し
た
。
そ
の
ま
な
ざ
し
は
、

時
代
の
過
渡
期
に
輩
出
し
た
種
々
の
結
社
や

民
衆
宗
教
と
同
じ
地
平
で
キ
リ
ス
ト
教
を
検

証
し
、
生
活
の
場
に
お
け
る
教
会
と
キ
リ
ス

ト
者
の
存
在
形
態
を
凝
視
す
る
点
で
、
本
書

以
前
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
歴
史
叙
述
、
た

と
え
ば
明
治
国
家
を
め
ぐ
る「
受
難
」と「
抵

抗
」
の
歩
み
と
し
て
描
か
れ
る
「
キ
リ
ス
ト

教
史
」
や
、
あ
る
べ
き
「
信
仰
」
の
立
場
を

設
定
し
そ
こ
か
ら
の
距
離
を
測
っ
て
キ
リ
ス

ト
者
の
「
限
界
」
を
指
摘
す
る
よ
う
な
論
調

と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。

　
本
書
で
大
濱
氏
が
力
説
す
る
の
は
、
明
治

初
期
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
基
層
に
、
平

信
徒
が
「
家
」
を
場
と
し
て
形
成
し
た
聖
書

集
会
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ

の
道
統
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
内
村
鑑
三
の
い

わ
ゆ
る
「
無
教
会
」
を
評
価
す
る
氏
は
、
後

に
こ
の
視
点
を
深
め
、
教
会
設
立
の
母
胎
と

な
っ
た
平
信
徒
集
会
を
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の

コ
ン
フ
ラ
リ
ア
に
重
ね
て
問
い
、
無
教
会
集

会
を
蓮
如
以
来
の
寄
合
や
講
組
の
系
譜
に
位

置
づ
け
た
（
大
濱
「
キ
リ
ス
ト
教
会
と
信
徒

組
織
」、『
講
座
日
本
の
民
俗
宗
教
』
５
、
弘

文
堂
、
一
九
八
〇
年
、
同
「
日
本
の
キ
リ
ス

ト
教
会

─
そ
の
構
造
と
特
質
」、『
内
村
鑑

三
研
究
』
二
三
号
、
キ
リ
ス
ト
教
図
書
出
版

社
、一
九
八
六
年
五
月
）。
こ
う
し
た
見
方
は
、

ヴ
ェ
ー
バ
ー
や
ト
レ
ル
チ
の
類
型
論
と
は
別

個
の
視
座
に
基
づ
く
「
無
教
会
」
論
を
可
能

と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
一
九
六
〇
年
代
に
遡

及
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
土
着
化
論
に
接
続
さ

せ
得
る
点
で
も
興
味
深
い
。

　
な
お
大
濱
氏
の
教
会
史
研
究
は
、他
に『
鳥

居
坂
教
会
百
年
史
』（
日
本
基
督
教
団
鳥
居

坂
教
会
、
一
九
八
七
年
）
が
あ
り
、
ま
た
氏

と
視
点
や
着
想
が
近
い
作
品
と
し
て
、
大
江

満
『
宣
教
師
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
伝
道
と
生
涯

─
幕
末
・
明
治
米
国
聖
公
会
の
軌
跡
』（
刀

水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）、
森
岡
清
美
『
明

治
キ
リ
ス
ト
教
会
形
成
の
社
会
史
』（
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）、
山
下
須
美

礼
『
東
方
正
教
の
地
域
的
展
開
と
移
行
期
の

人
間
像

─
北
東
北
に
お
け
る
時
代
変
容
意

識
』（
清
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
等
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

鈴
木
範
久
監
修
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
人

名
事
典
』

　
と
こ
ろ
で
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
」
を
構

想
す
る
場
合
、ま
ず
、統
計
上
に
表
れ
た
「
信

徒
」
や
「
教
会
」
を
対
象
と
す
る
描
き
方
が

あ
る
。
こ
れ
を
狭
義
の
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教

史
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
方
、「
日

本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
現
在
、
信
徒
数
の

上
で
は
国
民
総
人
口
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

達
し
な
い
ほ
ど
の
少
数
で
あ
る
が
、思
想
界
・

教
育
界
・
宗
教
界
に
与
え
た
そ
の
影
響
に
は
、

多
大
な
も
の
が
あ
る
」（
高
橋
昌
郎
『
明
治

の
キ
リ
ス
ト
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三

年
）
と
し
て
、「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
」
を

広
義
に
捉
え
、
キ
リ
ス
ト
教
が
諸
領
域
に
及

ぼ
し
た
潜
在
的
な
感
化
の
様
を
跡
付
け
て
い
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く
途
も
あ
る
。

　
こ
の
点
、
鈴
木
範
久
氏
が
監
修
し
た
『
日

本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
人
名
事
典
』（
教
文
館
、

二
〇
二
〇
年
）
は
、
狭
義
の
「
日
本
キ
リ
ス

ト
教
史
」
の
み
な
ら
ず
、
広
義
の
そ
れ
を
企

図
す
る
上
で
も
有
益
で
あ
る
。
と
い
う
の
も

本
書
は
項
目
を
「
キ
リ
ス
ト
者
」
に
限
定
せ

ず
に
、
何
ら
か
の
形
で
キ
リ
ス
ト
教
と
交
錯

し
そ
の
影
響
を
こ
う
む
っ
た
人
々
を
広
く
収

め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
統
計
上
は「
信
徒
」

で
な
い
彼
ら
に
つ
い
て
の
記
述
を
ひ
も
と
く

と
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
邂
逅
に
よ
り
も
た
ら

さ
れ
た
刻
印
が
、
各
々
の
内
で
消
え
失
せ
ず
、

当
人
を
規
矩
す
る
何
も
の
か
と
し
て
息
づ
い

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
彼
ら
は
そ
の

魂
に
刻
み
込
ま
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
体
験
に
促

さ
れ
た
り
、
着
想
・
希
望
を
与
え
ら
れ
た
り

し
て
、
抑
圧
的
か
つ
排
外
的
な
文
化
風
土
を

改
善
す
べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
お
い

て
努
力
し
た
。
そ
う
し
た「
非
キ
リ
ス
ト
者
」

に
よ
る
実
践
を
も
本
書
は
伝
え
て
い
る
。

　
無
論
、「
信
仰
告
白
」
を
決
断
し
、
一
つ

の
信
仰
共
同
体
に
主
体
的
な
参
画
を
続
け
た

「
信
徒
」
の
歩
み
は
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
彼
我
の
差
は
掘
り
下
げ
て
問
わ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
」

の
間
口
を
拡
げ
、
キ
リ
ス
ト
教
が
周
囲
に
築

い
た
磁
場
に
も
目
を
注
ぐ
時
、
そ
の
叙
述
は

隣
接
諸
分
野
と
相
渉
り
、
一
層
の
光
彩
を
発

揮
す
る
と
思
わ
れ
る
。
如
上
の
構
想
を
具
現

化
す
る
上
で
、
本
書
は
無
数
の
手
が
か
り
を

与
え
て
く
れ
る
に
相
違
な
い
。

関
根
清
三
『
内
村
鑑
三
　そ
の
聖
書
読
解
と

危
機
の
時
代
』

　
最
後
に
評
伝
の
領
域
か
ら
一
冊
を
紹
介
し

た
い
。
関
根
清
三
氏
に
よ
る
『
内
村
鑑
三
　

そ
の
聖
書
読
解
と
危
機
の
時
代
』（
筑
摩
書

房
、
二
〇
一
九
年
）
で
あ
る
。
筆
者
が
手
掛

け
た
書
評
（『
内
村
鑑
三
研
究
』
五
三
号
、

教
文
館
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）
で
も
指
摘
し

た
よ
う
に
、
本
書
は
ま
ず
、
蓄
積
の
厚
い
内

村
鑑
三
研
究
に
新
知
見
を
加
え
た
点
で
瞠
目

に
値
す
る
。
戦
争
を
め
ぐ
る
議
論
に
限
っ
て

も
、
た
と
え
ば
内
村
の
「
日
清
戦
争
の
義
戦

論
」
に
向
け
ら
れ
て
き
た
批
判
に
対
し
、
創

造
的
な
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
た
こ
と
、
ま
た
、

「
イ
エ
ス
は
、
そ
も
そ
も
非
戦
論
者
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
か
」
と
問
い
進
む
な
か
で
、
内

村
の
自
覚
の
深
化
を
推
し
量
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
「
内
村
の
戦
争
論
の
到
達
点
」
が
、「
戦

争
を
起
こ
さ
ぬ
た
め
の
事
前
の
永
い
努
力
」

と
し
て
、「
聖
書
の
研
究
を
通
し
た
社
会
の

精
神
の
変
革
」
へ
の
志
向
に
あ
っ
た
点
を
明

ら
か
に
し
た
こ
と
等
、
研
究
史
へ
の
貢
献
は

大
き
い
。
さ
ら
に
は「『
十
字
架
教
』を
奉
じ
」

た
内
村
が
、
一
方
で
、「
現
代
神
学
に
通
ず

る
非
神
話
化
の
醒
め
た
視
点
」
を
併
せ
持
っ

て
い
た
可
能
性
の
指
摘
等
、
キ
リ
ス
ト
者
・

内
村
を
問
い
直
す
上
で
も
興
味
深
い
言
及
が

あ
る
。

　
方
法
の
面
で
も
本
書
は
新
し
い
。
内
村
は

「
聖
書
の
読
解
に
基
づ
い
て
、
現
実
の
問
題

5 4

と
斬
り
結
ぶ
と
こ
ろ
に
」「
真
骨
頂
が
あ
」

る
と
見
る
関
根
氏
は
、
内
村
の
「
聖
書
の
読

解
」
の
具
体
相
を
時
代
の
中
で
詳
ら
か
に
す

る
こ
と
に
傾
注
し
た
。
思
う
に
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
キ
リ
ス
ト
者
こ
と
に
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
思
想
家
を
読
み
解
く
際
に
、
お
し

な
べ
て
応
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
聖
書
と
主
体
的
に
向
き
合
う
者
は
、
己

を
と
り
ま
く
現
実
を
、
聖
書
に
啓
か
れ
た
眼

で
問
い
直
し
、
聖
書
に
基
づ
く
意
味
づ
け
を

経
て
取
り
込
み
、
そ
の
上
で
然
る
べ
き
言
動

を
紡
ぎ
出
し
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
者
の
「
社
会
認
識
」

や
「
政
治
実
践
」
を
考
察
す
る
場
合
に
は
、

時
代
へ
の
目
配
り
に
加
え
、
当
人
が
聖
書
の

い
か
な
る
個
所
を
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
読

ん
だ
か
を
検
証
す
る
こ
と
も
不
可
欠
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
本
書
の
方
法
に
注
目
を
促

す
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
以
上
、
筆
者
の
関
心
も
ふ
ま
え
三
冊
を
選

ん
だ
。
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
研
究
は
、

活
況
を
呈
す
る
近
代
仏
教
史
・
神
道
史
研
究

を
前
に
、
一
見
「
地
味
」
に
も
映
ず
る
が
、

豊
か
な
創
造
性
を
秘
め
て
い
る
。
拙
文
が
研

究
深
化
の
一
契
機
と
も
な
り
得
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

『内村鑑三』
その聖書読解と危機の時代

関根清三：著
筑摩書房
2019 年
四六判 382 頁
1980 円（税込）

『日本キリスト教歴史
人名事典』

鈴木範久：監修
日本キリスト教歴史大事
典編集委員会：編
教文館
2020 年
B5 判 982 頁
49500 円（税込）

『明治キリスト教会史
の研究』

大濱徹也：著
吉川弘文館
1979 年
A5 判 420 ＋ 25 頁
6380 円（税込）
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本
書
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
代
表
的
著
作

『
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
（
信
仰
論
）』
の
本
邦
初
と
な
る
全
訳
で
あ
る
。

シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
は
信
仰
の
本
質
を
、
初
期
の
『
宗
教
論
』
に
お

い
て
は
「
宇
宙
の
直
観
と
感
情
」、
後
期
の
本
書
で
は
「
絶
対
依
存

の
感
情
」
と
定
義
し
、
知
に
も
行
為
に
も
還
元
さ
れ
な
い
宗
教
独
自

の
内
実
を
、
神
学
用
語
を
用
い
る
こ
と
な
く
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
枠
を
超
え
て
広
く
哲
学
や
宗
教
学
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
ま
た
同
時
代
の
論
敵
で
も
あ
っ
た
哲
学
者
シ
ェ
リ
ン
グ
や

ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
か
ら
出
発
し
な
が
ら
教
会
的
実
践

か
ら
は
距
離
を
お
い
て
自
ら
の
思
想
を
発
展
さ
せ
た
の
に
対
し
、

シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
は
終
生
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
指
導
者
と

し
て
の
責
任
を
担
い
続
け
た
。
本
書
の
『
福
音
主
義
教
会
の
根
本
命

題
と
の
関
連
に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
』
と
い
う
題

名
も
、
そ
う
し
た
彼
の
独
特
な
立
ち
位
置
を
示
す
。「
絶
対
依
存
の

感
情
」
と
い
う
一
般
用
語
で
定
義
し
た
信
仰
の
内
実
を
、
古
代
・
中

世
・
近
世
の
キ
リ
ス
ト
教
教
義
と
の
関
連
で
弁
証
し
た
の
が
本
書
だ

か
ら
で
あ
る
。

訳
文
は
原
書
の
「
難
渋
な
文
体
」
に
誠
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

た
と
え
ば
キ
リ
ス
ト
教
的
自
己
意
識
を
独
特
な
造
語
で
分
析
す
る
部

分
（
序
論
）
は
、
従
来
の
翻
訳
で
は
繊
細
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
切
り
捨

て
た
意
訳
が
な
さ
れ
て
き
た
。
一
例
を
あ
げ
る
と
三
枝
義
夫
訳
『
信

仰
論
序
説
』
で
「
自
己
の
非
措
定
」
と
（
お
そ
ら
く
は
本
書
の
訳
者

に
よ
っ
て「
イ
ギ
リ
ス
英
語
訳
」と
い
わ
れ
て
い
る
翻
訳
に
し
た
が
っ

て
）
訳
さ
れ
て
い
る
部
分
が
、
本
書
で
は
「
自
己
自
身
を
そ
の
よ
う

に
定
立
し
な
か
っ
た
こ
と
」（
四
〇
頁
）
と
、
完
了
形
の
分
詞
で
書

か
れ
て
い
る
原
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
。

ま
た
原
書
の
本
文
や
脚
注
に
は
、
古
典
語
（
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ラ
テ

ン
語
）
原
文
で
引
用
さ
れ
る
多
数
の
教
理
命
題
が
あ
り
、
本
書
の
重

†
本
・
批
評
と
紹
介

キ
リ
ス
ト
教
古
典
叢
書

キ
リ
ス
ト
教
信
仰

Ｆ
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
著

安
酸
敏
眞
訳

〈
評
者
〉

川
島
堅
二

原
文
を
正
し
く
伝
え
る

古
典
的
名
著
の
初
の
全
訳
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要
な
内
容
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
信
条

や
ニ
カ
イ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ポ
リ
ス
信
条
、
ル
タ
ー
の
『
大
教

理
問
答
』
や
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
な
ど
著
名
な
も

の
も
あ
る
が
、
初
見
（
少
な
く
と
も
評
者
に
は
）
の
も
の
も
数
多
く

あ
る
。「
イ
ギ
リ
ス
英
語
訳
」
で
は
こ
れ
ら
を
古
典
語
の
ま
ま
引
き

写
し
て
い
る
が
、
本
書
で
は
す
べ
て
忠
実
に
日
本
語
訳
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
労
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
と
た
だ
た
だ
脱
帽
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
前
半
グ
ス
タ
ー
フ
・
ア
ウ
レ
ン
『
勝
利
者
キ
リ
ス
ト
』

に
よ
っ
て
「
主
観
型
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
以
降
、
シ
ュ

ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
神
学
は
、
贖
罪
論
と
し
て
は
現
代
神
学
の
背
景
扱

い
で
あ
る
（
近
藤
勝
彦
『
贖
罪
論
と
そ
の
周
辺
』
参
照
）。
そ
う
し

た
今
日
、
本
書
の
中
心
概
念
で
あ
り
、
従
来
「
救
済
」「
救
済
者
」

と
訳
さ
れ
て
き
た
語
（Erlösung, Erlöser
）
に
「
熟
慮
の
上
」「
終

始
一
貫
し
て
」「
贖
罪
」「
贖
罪
者
」
と
い
う
訳
語
を
充
て
た
（
九
七

頁
）
と
い
う
訳
者
に
強
い
気
概
を
感
じ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
関
心

が
、「
学
問
」（
知
）
と
「
社
会
実
践
」（
行
為
）
に
分
裂
し
、
生
き

生
き
と
し
た
「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
」
を
伝
え
る
べ
き
教
会
が
存
在
感

を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
現
在
、
本
書
を
熟
読
す
る
意
義
は

大
き
い
。
そ
の
よ
う
な
道
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
訳
者
の
多
大
な
労

に
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。

（
か
わ
し
ま
・
け
ん
じ
＝
東
北
学
院
大
学
教
授
）

（
Ａ
５
判
・
一
一
一
二
頁
・
定
価
一
六
五
〇
〇
円
（
税
込
）・
教
文
館
）
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ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
詩
編
が
大
好
き
で
し
た
。
詩
編
に
つ
い
て
、

彼
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
こ
の
森
の
中
に
は
鹿
も
住
ん

で
い
て
、
森
の
中
に
深
く
は
い
っ
て
ゆ
き
、
憩
い
、
歩
き
ま
わ
っ
た

り
、
草
を
喰
ん
だ
り
、
ね
転
ん
だ
り
、
嚙
み
な
お
し
た
り
し
て
い
ま

す
」（
山
田
晶
訳
『
告
白
Ⅲ
』
中
公
文
庫
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
─

一
一
頁
）。
こ
の
森
と
は
詩
編
の
こ
と
で
す
。

『
詩
編
注
解
４
』
は
、
彼
の
最
大
規
模
の
著
作Enarrationes in 

Psalm
os

の
邦
訳
四
分
冊
目
で
、
七
六
編
か
ら
一
〇
〇
編
ま
で
の
注

解
な
い
し
は
説
教
を
収
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
詩
編

七
六
編
と
八
〇
編
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
そ
の
１

詩
編
七
六
編
二
節

で
は
、
詩
編
七
六
編
二
節
を
ご
一
緒
に
見
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
表

札
に
あ
た
る
表
題
の
「
エ
ド
ト
ン
」
と
い
う
語
は
、《
彼
ら
を
飛
び

超
え
て
行
く
人
》
の
こ
と
だ
と
い
い
ま
す
。
エ
ド
ト
ン
は
言
い
ま
す
。

「
わ
た
し
の
声
に
よ
っ
て
わ
た
し
は
主
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
。
そ
し

て
わ
た
し
の
声
は
神
へ
と
向
か
う
」「
あ
な
た
が
神
を
通
し
て
他
の

も
の
を
探
し
求
め
な
い
と
き
に
、
神
は
あ
な
た
へ
と
向
か
う
。
…
…

彼
ら
は
主
へ
と
向
か
っ
て
叫
ぶ
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
」（
以
上

一
九
頁
）。
こ
こ
で
は
、《
叫
ぶ
》
と
《
主
を
内
へ
と
呼
び
入
れ
る
》

と
違
い
が
あ
る
こ
と
に
、
慧
眼
な
訳
者
の
荒
井
洋
一
氏
は
注
目
し
て

い
ま
す
（
註
６
参
照
）。

　
　
　
そ
の
２

詩
編
八
〇
編
一
節

次
に
、詩
編
八
〇
編
は
次
の
よ
う
な
表
題
を
持
っ
て
い
ま
す
。「（
ぶ

ど
う
の
）
圧
搾
機
の
た
め
に
」。
こ
こ
で
は
、
二
つ
の
詩
編
の
主
想

を
見
出
し
、
字
義
通
り
で
な
く
、「
現
在
働
き
を
な
し
て
い
る
教
会

の
神
秘
と
し
て
受
け
取
り
な
さ
い
」（
以
下
一
四
七
頁
）
と
言
っ
て

い
ま
す
。
で
も
早
合
点
は
禁
物
、《
圧
搾
機
》
と
付
け
加
え
て
い
る

の
で
す
。
そ
の
先
で
言
い
ま
す
。「
油
は
濾
さ
れ
て
樽
の
中
へ
と
注

†
本
・
批
評
と
紹
介

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

著
作
集
第
19
／
Ⅱ

詩
編
注
解
（
４
）

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
著

荒
井
洋
一
、
出
村
和
彦
、
金
子
晴
勇
、

田
子
多
津
子
訳

〈
評
者
〉

加
藤

武

詩
編
を
愛
し
た
教
父
の

肉
声
を
伝
え
る
説
教
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ぎ
こ
む
。
油
か
す
は
公
然
と
街
路
を
通
っ
て
流
れ
去
る
。
…
…
は
た

し
て
円
形
劇
場
で
の
狂
気
乱
舞
と
い
え
ど
も
こ
の
光
景
に
比
較
さ
れ

る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
か
。
あ
の
狂
喜
乱
舞
は
油
か
す
に
属
し
、
こ
の

光
景
は
油
に
属
す
る
」
と
対
象
法
を
用
い
て
言
い
ま
す
。
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
は
こ
の
「
大
い
な
る
光
景
」
に
目
を
輝
か
せ
て
見
入
っ
て

い
る
の
で
す
。
一
つ
の
映
像
が
も
う
一
つ
の
映
像
を
喚
起
し
ま
す
。

こ
れ
は
論
理
的
な
類
比
で
な
く
て
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
作
品
の
或
る
箇

所
を
思
わ
せ
る
映
像
的
な
類
比
で
す
。

　
　
　
そ
の
３

説
教
と
い
う
即
興
演
奏

こ
れ
ら
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
詩
編
の
《
注
解
》
の
仕
方
は
、
大

学
の
講
義
の
よ
う
に
教
師
が
ノ
ー
ト
を
読
む
に
つ
れ
て
学
生
が
筆
記

す
る
と
い
う
形
式
で
は
な
く
て
、
北
ア
フ
リ
カ
の
大
都
市
ヒ
ッ
ポ
や

カ
ル
タ
ゴ
、
ま
た
ロ
バ
に
乗
っ
て
辺
境
の
地
を
巡
る
旅
の
途
中
で
、

伝
道
の
た
め
に
立
ち
寄
っ
た
会
堂
で
の
《
セ
ル
モ
ー
》、つ
ま
り
オ
ー

ラ
ル
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
は
、
語

る
司
祭
や
司
教
は
司
教
座
の
椅
子
に
座
り
、
会
衆
は
全
員
立
っ
て
い

ま
す
！

と
き
に
は
話
が
二
時
間
も
続
い
て
疲
れ
た
り
、
と
き
に
は

難
解
だ
っ
た
り
す
る
と
、
会
衆
が
ガ
ヤ
ガ
ヤ
騒
ぎ
出
す
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
し
た
。
す
る
と
、「
イ
ン
テ
ン
デ
！（
シ
ー
ッ
、ご
注
意
を
！
）」

と
い
う
制
止
の
語
詞
が
飛
び
出
す
の
で
す
。
彼
の
説
教
は
、
あ
ら
か

じ
め
下
調
べ
を
し
て
ワ
ー
プ
ロ
で
作
っ
て
印
刷
し
て
お
い
た
原
稿
を

読
む
の
で
な
く
、
前
巻
（『
詩
編
注
解
３
』
七
二
七
頁
）
で
水
落
健

治
氏
の
言
う
《
自
由
自
在
な
即
興
》
な
の
で
す
。「
そ
の
と
き
上
か

ら
与
え
ら
れ
る
」
と
い
う
信
頼
に
も
と
づ
い
て
。

（
か
と
う
・
た
け
し
＝
立
教
大
学
名
誉
教
授
）

（
Ａ
５
判
・
八
一
四
頁
・
定
価
一
〇
四
五
〇
円
（
税
込
）・
教
文
館
）
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一
つ
の
教
派
・
教
団
が
信
仰
告
白
や
信
仰
問
答
を
制
定
す
る
と
い

う
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
度
上
程
さ
れ
た
『
日
本
キ

リ
ス
ト
教
会
大
信
仰
問
答
』
は
一
九
五
八
年
に
起
草
さ
れ
、
じ
つ
に

六
二
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
の
研
究
、
推
敲
、
改
訂
、
協
議
の
結
実

と
し
て
、
い
よ
い
よ
こ
の
度
の
刊
行
と
な
っ
た
。
心
か
ら
敬
服
す
る
。

信
仰
問
答
は
信
仰
告
白
か
ら
発
出
し
信
仰
告
白
を
規
定
す
る
。
信

仰
問
答
は
、
そ
も
そ
も
受
洗
志
願
者
の
準
備
教
育
や
信
徒
の
訓
練
の

た
め
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
聖
書
信
仰
に
立
ち
続
け
る

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
信
仰
者
を
信
仰
者
た
ら
し
め
、
そ

し
て
教
会
と
説
教
者
を
聖
書
（
神
の
言
葉
）
の
前
に
立
た
せ
て
き
た
。

そ
れ
ゆ
え
信
仰
問
答
は
、
教
会
の
礼
拝
や
説
教
、
教
会
の
宣
教
の
あ

り
方
、
信
徒
の
日
々
の
生
活
に
強
く
影
響
を
与
え
る
羅
針
盤
で
あ
り

航
海
日
誌
で
あ
る
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
世
界
は
い
ま
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。

第
四
次
産
業
革
命
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５
・
０
、
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
い
っ
た
言
葉
が
頭
上
を
飛
び
交
う
。９
・
11
、３
・

11
は
悲
劇
と
苦
悩
と
傷
跡
を
表
す
数
字
と
な
っ
た
。
世
界
は
共
存
と

分
断
の
激
し
い
振
幅
の
な
か
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
最
中
に
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
。
人
々
の
生
活
や
経
済

は
一
変
し
、
教
会
の
礼
拝
も
教
育
の
か
た
ち
も
中
断
や
変
容
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
不
安
や
虚
無
が
世
界
を
覆
い
、
多
く
の
者
が
心
傷
つ

い
て
い
る
。
確
か
さ
や
信
じ
て
き
た
も
の
が
瓦
解
し
、
寄
り
添
い
た

く
て
も
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
感
染
リ
ス
ク
が
交
差
す
る
。
問
う
こ

と
も
答
え
る
こ
と
も
儘
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ま
、
ど
の
よ

う
な
信
仰
を
告
白
し
、
ど
の
よ
う
に
問
答
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

カ
テ
キ
ズ
ム
（
信
仰
問
答
）
は
信
仰
と
生
活
と
を
繋
げ
る
ツ
ー
ル

で
あ
り
続
け
て
き
た
。
ツ
ー
ル
は
そ
れ
を
用
い
る
技
工
士
が
上
手
に

用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
機
能
や
特
徴
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
活

†
本
・
批
評
と
紹
介

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会

大
信
仰
問
答

（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
）

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
著

〈
評
者
〉

伊
藤

悟

問
い
か
け
る
信
仰
、
問
わ
れ
る
信
仰

何
を
い
か
に
継
承
す
る
か

11

き
た
信
仰
を
育
て
上
げ
て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
信
仰
問
答
を
飾
り
物
に

し
た
り
神
格
化
さ
せ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会

が
大
信
仰
問
答
を
公
刊
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
き
た

信
仰
を
育
て
上
げ
、
そ
の
信
仰
を
継
承
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
宣
教
す

る
こ
と
を
、
神
と
人
と
に
告
白
（
宣
言
）
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

揺
れ
動
く
時
代
の
な
か
で
、
信
仰
問
答
が
教
会
自
身
を
問
い
か
け
る
。

本
書
は
、
全
14
章
、
序
説
（
問
答
１
～
11
）、
第
一
部
信
仰
篇
（
問

答
12
～
１
６
６
）、
第
二
部
生
活
篇
（
問
答
１
６
７
～
２
９
９
）
の

全
二
九
九
の
問
い
と
答
え
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
第

二
部
の
生
活
篇
は
伝
統
的
信
仰
問
答
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
て
三
要
文

（
使
徒
信
条
、
十
戒
、
主
の
祈
り
）
を
土
台
と
し
て
お
り
、
そ
こ
に

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
の
教
会
論
の
独
自
性
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。

装
丁
は
じ
つ
に
斬
新
で
あ
る
。Catechism

か
ら
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
」

と
の
愛
称
？
を
つ
け
、
猫
の
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
、
絵
画
が
各
ペ
ー
ジ

に
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。
内
容
の
重
厚
さ
と
は
裏
腹
に
、
ま

ず
は
ど
の
問
答
か
ら
で
も
め
く
っ
て
読
み
始
め
て
ほ
し
い
と
い
う
意

図
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
問
答
に
は
典
拠
と
な
る
聖
書
箇

所
が
付
さ
れ
、
漢
字
に
は
す
べ
て
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。
ビ
ジ
ュ

ア
ル
版
と
だ
け
あ
っ
て
、
宗
教
画
か
ら
現
代
ア
ー
ト
ま
で
所
狭
し
と

配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
で
き
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
や
絵
画
の
題
目

や
説
明
が
あ
る
と
よ
り
豊
か
な
学
び
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

伝
統
的
に
は
大
信
仰
問
答
は
教
職
・
長
老
向
け
、
小
信
仰
問
答
は

洗
礼
志
願
者
教
育
や
信
徒
教
育
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
た
び
「
大
信

仰
問
答
」
が
出
版
さ
れ
た
が
、「
小
信
仰
問
答
」
も
す
で
に
あ
る
と

聞
く
。
こ
ち
ら
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
も
近
い
将
来
出
版
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

（
い
と
う
・
さ
と
る
＝
青
山
学
院
大
学
教
授
）

（
Ａ
５
変
形
判
・
一
四
四
頁
・
定
価
一
九
八
〇
円
（
税
込
）・
一
麦
出
版
社
）
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中
国
返
還
か
ら
二
三
年
、
香
港
の
「
一
国
二
制
度
」
が
急
変
し
て

い
る
。
二
〇
一
四
年
の
雨
傘
運
動
、
二
〇
一
九
年
に
は
「
逃
亡
犯
条

例
」
改
正
が
市
民
の
反
対
デ
モ
で
撤
回
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
民
主
化

運
動
を
制
圧
す
べ
く
、
二
〇
二
〇
年
六
月
、
中
国
全
人
代
は
香
港
国

家
安
全
維
持
法
を
可
決
し
た
。

序
章
で
は
、
本
書
の
翻
訳
と
編
集
を
担
っ
た
松
谷
曄
介
氏
が
、
香

港
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
状
況
を
丁
寧
に
解
説
す
る
。
同
氏
は
雨
傘
運

動
の
時
期
に
香
港
中
文
大
学
・
崇
基
神
学
院
で
在
外
研
究
を
し
た
経

験
が
あ
り
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
交
流
と
彼
ら
と
の
「
祈
り
の
約
束
」

が
本
書
を
生
み
出
し
た
。

第
１
章
は
、
二
〇
二
〇
年
五
月
に
結
成
さ
れ
た
「
香
港
牧
師
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
る
「
香
港
２
０
２
０
福
音
宣
言
」
の
全
文
と
四
つ

の
関
係
文
書
、
同
年
七
月
の
祈
禱
文
「
深
淵
か
ら
呼
び
求
め
る
七
日

間
の
祈
り
」
で
あ
る
。
楊
建
強
牧
師
と
王
少
勇
牧
師
の
対
談
「『
逃

亡
犯
条
例
』
改
正
反
対
運
動
か
ら
『
香
港
牧
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
結

成
ま
で
」
で
は
、「
福
音
宣
言
」
が
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
誓
約
を
継
承
し
て

福
音
を
解
釈
し
、
全
包
括
的
な
信
仰
の
筋
道
を
描
き
出
す
こ
と
を

願
っ
て
起
草
さ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
、
そ
の
臨
場
感
に
引
き
込
ま
れ

る
。
朝
岡
勝
牧
師
は
、「
福
音
宣
言
」
が
バ
ル
メ
ン
宣
言
と
ロ
ー
ザ

ン
ヌ
誓
約
に
共
通
す
る
福
音
理
解
に
立
っ
て
祈
り
と
行
動
を
促
す
宣

言
で
あ
る
と
解
説
す
る
。

第
２
章
は
理
論
。
香
港
政
治
の
専
門
家
で
あ
る
倉
田
徹
教
授
が
、

「
民
主
は
な
い
が
、
自
由
は
あ
る
」
香
港
の
「
信
教
の
自
由
」
が
揺

る
が
さ
れ
て
い
る
状
況
を
解
説
し
、
香
港
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
代

表
す
る
袁
天
佑
牧
師
が
、
政
治
問
題
に
直
面
し
て
苦
慮
す
る
香
港
の

保
守
的
教
会
の
現
状
を
開
示
す
る
。
中
国
キ
リ
ス
ト
教
史
の
専
門
家

で
あ
る
邢
福
増
教
授
は
、香
港
国
家
安
全
維
持
法
の
全
体
主
義
を「
噓

の
生
」
と
し
、
こ
れ
に
「
真
実
の
生
」
を
対
峙
さ
せ
る
。

†
本
・
批
評
と
紹
介

香
港
の
民
主
化
運
動
と

信
教
の
自
由

松
谷
曄
介
編
訳

〈
評
者
〉

山
口
陽
一

香
港
の
宗
教
者
た
ち
の

生
の
声
を
聞
く

13

第
３
章
は
証
言
。
雨
傘
運
動
を
リ
ー
ド
し
て
香
港
大
学
を
解
雇
さ

れ
た
戴
耀
廷
副
教
授
は
、
信
仰
者
と
し
て
「
正
義
」
を
求
め
た
「
市

民
的
不
服
従
」
が
雨
傘
運
動
に
繋
が
り
、
彼
の
人
生
を
変
え
た
こ
と

を
語
る
。
朱
耀
明
牧
師
の
「
鐘
を
鳴
ら
す
者
の
言
」
は
、
公
衆
妨
害

共
謀
罪
に
問
わ
れ
た
法
廷
で
の
最
終
陳
述
と
し
て
語
ら
れ
た「
説
教
」

で
あ
る
。
ま
た
陳
日
君
枢
機
卿
は
中
国
政
府
に
理
解
を
示
す
バ
チ
カ

ン
と
の
闘
い
を
証
言
す
る
。

第
４
章
は
背
景
。
中
国
の
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
を
語
る
三
つ
の
文
書

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
の
逮
捕
後
に
公
表
さ
れ
た
秋
雨

之
福
聖
約
教
会
王
怡
牧
師
の
「
私
の
声
明

─
信
仰
的
不
服
従
」。

邢
福
増
教
授
の「
暗
闇
の
時
代
に
命
が
け
で
道
を
証
し
す
る
伝
道
者
・

王
怡
牧
師
」
は
、
香
港
の
教
会
が
王
怡
牧
師
と
共
に
歩
む
べ
き
こ
と

を
訴
え
る
。

平
野
克
己
牧
師
が
「
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
生
き
る
と
は
、
壁
や
国

境
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
た
小
さ
な
家
で
は
な
く
、
こ
の
世
界
全
体
を

覆
う
大
き
な
家
に
生
き
る
こ
と
な
の
で
す
」
と
推
薦
の
言
葉
を
寄
せ

て
い
る
よ
う
に
、
香
港
に
お
け
る
信
仰
の
覚
醒
に
世
界
の
教
会
が
注

目
し
、
祈
り
を
合
わ
せ
て
い
る
。
日
本
の
教
会
は
、
政
治
の
分
野
に

お
い
て
、
抵
抗
権
（
信
仰
的
不
服
従
）
を
含
む
デ
ィ
ア
コ
ニ
ア
を
学

ば
さ
れ
る
。
ま
た
教
会
の
若
者
た
ち
に
と
っ
て
、「
バ
ル
メ
ン
宣
言
」

と
「
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
誓
約
」
を
継
承
す
る
「
香
港
２
０
２
０
福
音
宣
言
」

が
一
つ
の
道
し
る
べ
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

（
や
ま
ぐ
ち
・
よ
う
い
ち
＝
東
京
基
督
教
大
学
学
長
）

（
Ａ
５
判
・
一
九
二
頁
・
定
価
一
九
八
〇
円
（
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１
７
０
年
の
時
を
超
え
、
ヘ
ボ
ン
先
生
を
横
浜
に
お
招

き
し
、
語
り
明
か
す
。
今
の
日
本
を
ヘ
ボ
ン
先
生
な
ら
、

何
と
語
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。「
ひ
と
を
、
た
ま
し
い
を
、

使
命
を
、
教
会
を
、
日
本
を
」、
史
実
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
ふ
た
り
の
キ
リ
ス
ト
者
が
語
り
明
か
し
た
小
説
。

四
六
判
・
三
一
二
頁
・
一
八
七
〇
円

反
響
の
最
新
刊
！

１
７
０
年
の
時
を
超
え
、
ヘ
ボ
ン
先
生
を
横
浜
に
お
招

き
し
、
語
り
明
か
す
。
今
の
日
本
を
ヘ
ボ
ン
先
生
な
ら
、

何
と
語
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。「
ひ
と
を
、
た
ま
し
い
を
、

使
命
を
、
教
会
を
、
日
本
を
」、
史
実
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
ふ
た
り
の
キ
リ
ス
ト
者
が
語
り
明
か
し
た
小
説
。

反
響
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す
べ
て
の
人
々
へ

涙
と
共
に
福
音
の
種
を
蒔
く
す
べ
て
の
人
々
へ

黒
川
知
文
（
文
学
博
士
［
東
京
大
学
］
／
中
央
学
院
大
学
教
授
）

マ
ッ
ク
ス・ヴ
ェ
ー
バ
ー

マ
ッ
ク
ス・ヴ
ェ
ー
バ
ー
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バ
ー

マ
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ク
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ェ
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バ
ー

マ
ッ
ク
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ェ
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バ
ー

マ
ッ
ク
ス・ヴ
ェ
ー
バ
ー

マ
ッ
ク
ス・ヴ
ェ
ー
バ
ー

マ
ッ
ク
ス・ヴ
ェ
ー
バ
ー

マ
ッ
ク
ス・ヴ
ェ
ー
バ
ー
ののののののののの

生
涯
生
涯
生
涯
生
涯
生
涯
生
涯
生
涯
生
涯
とととととと
学
問
学
問
学
問
学
問
学
問
学
問
学
問
学
問
神
か
ら
の
使
命
に
生
き
て

神
か
ら
の
使
命
に
生
き
て

神
か
ら
の
使
命
に
生
き
て

神
か
ら
の
使
命
に
生
き
て

神
か
ら
の
使
命
に
生
き
て

神
か
ら
の
使
命
に
生
き
て

生
涯
生
涯
生
涯
生
涯
生
涯
とと
学
問
学
問
学
問
学
問
学
問  

学
問  

学
問
神
か
ら
の
使
命
に
生
き
て

神
か
ら
の
使
命
に
生
き
て

「
学
問
は
神
か
ら
の
使
命
で
あ

学
問
は
神
か
ら
の
使
命
で
あ

る
」
と
信
じ
、
宗
教
史
研
究

」
と
信
じ
、
宗
教
史
研
究

に
生
涯
を
か
け
て
き
た
一
研

に
生
涯
を
か
け
て
き
た
一
研

究
者
の
書
き
下
ろ
し
論
考
。

究
者
の
書
き
下
ろ
し
論
考
。

四
六
判
・
二
九
六
頁
・

忽
ち
再
版

忽
ち
再
版
本
体
一
九
八
〇
円

人生は儚し、祈りをもって備えよ。
夫の留学先での経験を、たましいの
故郷になった小さな町の日々を回想
する。　   46判・152頁・1,430 円
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一
九
二
八
年
ス
イ
ス
生
ま
れ
の
ハ
ン
ス
・
キ
ュ
ン
ク
は
ロ
ー
マ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
神
学
者
と
し
て
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議

（
一
九
六
二
─
六
五
年
）
の
際
に
教
義
神
学
上
の
様
々
な
参
考
意
見

を
述
べ
、
活
躍
し
た
。
そ
の
後
は
ド
イ
ツ
の
諸
大
学
で
長
ら
く
神
学

の
教
鞭
を
執
る
と
同
時
に
哲
学
の
分
野
で
も
新
た
な
地
球
倫
理
の
構

想
を
提
案
す
る
と
と
も
に
『
ユ
ダ
ヤ
教
』・『
キ
リ
ス
ト
教
』・『
イ
ス

ラ
ム
教
』
と
い
う
三
大
信
仰
体
系
の
総
括
的
な
三
部
作
を
完
成
さ
せ

た
。
さ
ら
に
中
国
や
日
本
を
始
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
圏
域
の
諸
思
想

や
諸
宗
教
の
研
究
も
手
が
け
、
親
日
家
で
あ
る
。
キ
ュ
ン
ク
は
数
多

く
の
優
秀
な
研
究
者
を
育
て
る
と
と
も
に
市
民
講
座
な
ど
で
も
市
井

の
教
養
人
を
励
ま
す
鷹
揚
な
る
人
格
者
と
し
て
人
気
を
博
し
た
。
人

類
愛
を
に
じ
ま
せ
る
キ
ュ
ン
ク
は
幅
広
く
開
か
れ
た
地
球
全
体
規
模

の
思
想
家
と
し
て
後
世
に
名
を
残
す
こ
と
だ
ろ
う
。

本
書
は
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
活

動
が
い
か
に
し
て
地
球
全
体
に
拡
大
し
て
諸
地
域
の
人
び
と
に
よ
っ

て
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
を
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
お
の
ず
と
福

音
宣
教
の
軌
跡
の
歴
史
学
的
な
解
釈
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
際
、キ
ュ

ン
ク
は
科
学
哲
学
者
ト
マ
ス
・
ク
ー
ン
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
論
（
自
然
科

学
的
な
法
則
の
発
見
に
よ
る
世
界
認
識
の
仕
方
の
変
遷
を
扱
う
際
の

各
枠
組
み
の
進
展
を
描
く
理
論
）
を
援
用
し
て
お
り
、
教
会
の
組
織

体
制
の
時
代
ご
と
の
枠
組
み
を
六
つ
に
区
分
し
た
。
一
世
紀
を
扱
う

第
一
の
枠
組
み
は
「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
的

−

黙
示
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」

で
あ
り
、
二
世
紀
か
ら
七
世
紀
を
扱
う
第
二
の
枠
組
み
は
「
古
代
教

会
的

−

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」、
十
一
世
紀
か
ら
十
五
世
紀

を
扱
う
第
三
の
枠
組
み
は
「
中
世
的

−

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
的
パ

ラ
ダ
イ
ム
」、
十
六
世
紀
を
扱
う
第
四
の
枠
組
み
は
「
宗
教
改
革
的

−

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」、
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀

を
扱
う
第
五
の
枠
組
み
は
「
啓
蒙
主
義
的

−
近
代
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」、

†
本
・
批
評
と
紹
介

キ
リ
ス
ト
教

本
質
と
歴
史

Ｈ
・
キ
ュ
ン
ク
著

福
田
誠
二
訳

〈
評
者
〉

阿
部
仲
麻
呂

教
会
共
同
体
の
信
仰
の
核
心
を

再
確
認
す
る
た
め
の
情
熱
的
な
思
索
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二
十
世
紀
以
降
の
第
六
の
枠
組
み
は
「
同
時
代
的

−

エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ

ム
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
）」
と
さ
れ
て
い
る
。
キ
ュ
ン

ク
は
教
会
制
度
が
各
時
代
の
政
治
や
経
済
や
文
化
な
ど
の
社
会
状
況

と
の
折
衝
を
経
て
形
を
成
す
様
子
に
も
と
づ
い
て
六
つ
の
段
階
を
編

み
出
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
彼
は
教
会
論
の
視
点
で
歴
史
状
況
を

区
分
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
若
き
キ
ュ
ン
ク
が
ド

イ
ツ
学
術
界
に
登
場
し
た
と
き
の
最
初
の
関
心
は「
教
会
と
は
何
か
」

だ
っ
た
が
、
そ
の
問
題
設
定
は
奇
し
く
も
円
熟
期
の
思
索
に
お
い
て

も
連
続
し
て
お
り
、
重
厚
で
浩
瀚
な
思
想
体
系
の
土
台
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
キ
ュ
ン
ク
が
若
い
頃
か
ら
研
究
上
の
核
心
を
正
鵠
に
射

抜
い
て
理
解
し
尽
く
し
て
い
た
こ
と
が
、
今
に
し
て
証
明
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
ま
さ
に
天
性
の
学
者
だ
。

　
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
者
の
共
同
体
と
し
て
の
一
世
紀
の
教
会
は
歴

史
上
特
異
な
新
し
さ
を
備
え
て
い
た
が
、
そ
の
尊
い
礎
は
六
つ
の
枠

組
み
を
経
た
今
日
に
お
い
て
も
変
質
す
る
こ
と
な
く
有
効
で
あ
る
こ

と
を
本
書
が
明
確
に
あ
か
し
し
て
い
る
点
が
最
も
秀
逸
な
成
果
と

な
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
は
今
日
も
活
き
て
お
り
、
私
た
ち
を
丁
寧

に
大
切
に
遇
し
て
く
れ
る
、
と
い
う
核
心
を
キ
リ
ス
ト
者
の
教
会
共

同
体
こ
そ
が
実
感
し
て
お
り
、
い
の
ち
が
け
で
伝
達
し
よ
う
と
し
て

も
が
い
て
い
る
点
に
歴
史
上
の
価
値
が
見
出
せ
る
。
こ
の
、
い
の
ち

が
け
で
信
頼
出
来
る
相
手
と
出
会
う
と
い
う
仕
儀
こ
そ
は
、
キ
リ
ス

ト
教
の
本
質
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
各
時
代
ご
と
に
新
鮮
に
再
確
認

し
よ
う
と
努
め
た
キ
リ
ス
ト
者
の
苦
闘
が
六
つ
の
枠
組
み
の
生
成
に

つ
な
が
っ
た
。

　
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
は
自
己
理
解
の
た
め
、
他
の
者
に
と
っ
て

は
必
死
に
生
き
る
人
間
の
営
み
の
迫
力
を
得
て
人
生
と
真
摯
に
取
り

組
む
指
南
を
得
る
た
め
、
本
書
は
有
用
で
あ
る
。
相
手
に
い
の
ち
を

捧
げ
尽
く
し
て
、
と
も
に
生
き
ん
と
す
る
キ
リ
ス
ト
の
愛
情
深
き
悲

願
を
受
け
継
い
だ
か
ら
こ
そ
、
キ
ュ
ン
ク
は
今
日
も
ま
た
思
索
を
続

行
さ
せ
る
。
そ
の
情
熱
に
賛
同
し
、
心
か
ら
の
敬
意
を
表
そ
う
。

（
あ
べ
・
な
か
ま
ろ
＝
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
教
授
、日
本
宣
教
学
会
常
任
理
事
）

（
Ａ
５
判
・
一
二
五
〇
頁
・
定
価
九
六
八
〇
円
（
税
込
）・
教
文
館
）
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こ
の
素
敵
な
出
会
い
を
与
え
て
く
れ
た
ソ
ラ
さ
ん
作
の
絵
本
を
何

度
も
読
ん
で
み
た
。
最
初
は
、
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て

い
る
気
持
で
音
読
し
て
み
た
。
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
登
場
人
物

の
心
模
様
が
違
っ
て
伝
わ
る
不
思
議
な
魅
力
が
、
絵
本
か
ら
生
き
生

き
と
伝
わ
っ
て
来
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
ソ
ラ
さ
ん
自
身
が
読
ま
れ

て
い
る
巻
末
に
つ
い
て
い
る
Ｃ
Ｄ
を
聞
い
た
。
中
田
衛
樹
さ
ん
が

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
言
葉
に
厚
み
を
加
え
て
お
ら

れ
、
小
法
師
が
絵
本
か
ら
抜
け
出
し
て
微
笑
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

自
転
車
事
故
に
遭
い
頭
部
外
傷
を
受
け
た
ソ
ラ
さ
ん
が
、
生
死
の
間

を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
目
が
覚
め
て
気
づ
い
た
。
話
そ

う
と
し
た
が
、
言
葉
に
な
ら
な
か
っ
た
、
手
を
動
か
そ
う
と
し
て
い

る
の
に
動
か
な
い
現
実
。
周
囲
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
泣
い
て

い
る
の
に
気
づ
き
た
だ
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
の
と
焦
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
ん
な
優
し
い
家
族
が
側
に
い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
！

お
母
さ
ん
は
毎
日
、
体
を
さ
す
っ
て
く
れ
た
「
起
き
上
が
れ
ま
す
よ

う
に
」「
ち
ゃ
ん
と
手
が
動
き
ま
す
よ
う
に
」「
立
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
に
」
…
温
か
な
お
母
さ
ん
の
手
の
ぬ
く
も
り
は
、
ソ
ラ
さ
ん

に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
力
を
与
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
や
が
て
、「
神

様
、
車
い
す
の
生
活
で
も
い
い
で
す
か
ら

起
き
上
が
れ
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
祈
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
の
場
面

の
い
し
い
く
み
こ
さ
ん
の
絵
が
何
と
も
言
え
ず
可
愛
ら
し
い
！

昨

日
会
っ
た
人
た
ち
を
忘
れ
て
し
ま
う
、
思
い
出
せ
な
い
こ
と
が
あ
る

中
で
も
お
母
さ
ん
は
す
ご
か
っ
た
。
マ
イ
ナ
ス
の
言
葉
を
口
に
し
な

か
っ
た
。
手
足
が
少
し
だ
け
動
か
せ
た
ソ
ラ
さ
ん
に
「
生
き
て
い
る

だ
け
で

十
分
」「
感
謝
だ
ね
」
と
言
葉
を
か
け
る
。
こ
の
コ
ト
バ
が
、

そ
の
後
の
彼
女
の
支
え
に
な
り
、
心
に
し
み
込
ん
で
い
く
。
今
ま
で

出
来
て
い
た
こ
と
が
、
ど
う
頑
張
っ
て
も
出
来
な
い
！

ど
ん
な
に

イ
ラ
イ
ラ
し
、怒
り
も
わ
い
て
き
た
だ
ろ
う
。そ
ん
な
時
支
え
と
な
っ

†
本
・
批
評
と
紹
介

起
き
上
が
り
小
法
師

﹇
朗
読
Ｃ
Ｄ
付
き
﹈

Ｓ
ｏ
ｌ
ａ
ｅ（
ソ
ラ
）作

い
し
い
く
み
こ
絵

〈
評
者
〉

角
田
芳
子

起
き
上
が
る
力
と

感
謝
の
気
持
ち
を
与
え
る
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た
お
母
さ
ん
の
あ
の
コ
ト
バ
、「
生
き
て
い
る
だ
け
で
、
十
分
」。
こ

ん
な
状
況
に
な
る
と
、
と
か
く
人
は
絶
望
し
心
を
閉
ざ
し
が
ち
で
あ

る
。
そ
の
心
を
開
く
の
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
筆
者
も
何
度

か
教
育
現
場
で
そ
の
こ
と
の
難
し
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
き
た
。

し
か
し
自
分
に
注
が
れ
て
い
る
愛
を
感
じ
た
時
、
少
し
ず
つ
、
少
し

ず
つ
心
は
耕
さ
れ
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
に
蒔
か
れ
た
種
は
、

い
つ
の
間
に
か
芽
を
出
し
、
光
に
向
か
っ
て
成
長
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
ソ
ラ
さ
ん
は
、何
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
に
、「
で
き
る
こ
と
探
し
」

を
始
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
き
っ
と
で
き
る
こ
と
は
日
に
日
に
増

え
て
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ベ
ッ

ト
の
側
に
あ
っ
た
「
起
き
上
が
り
小
法
師
」
が
応
援
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。「
な
ん
ど
　
転
ん
で
も
　
必
ず
　
起
き
上
が
る
」
七
転

び
八
起
き
の
精
神
で
あ
る
。「
起
き
上
が
り
小
法
師
」
が
難
し
い
顔

を
し
て
、
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
な
く
に
っ
こ
り
笑
っ
て
い
る
。
ソ

ラ
さ
ん
を
応
援
し
て
笑
っ
て
く
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
導
い
て
く
れ

た
「
た
く
さ
ん
の
人
に
、
あ
り
が
と
う
　
新
し
い
私
に
　
こ
ん
に
ち

は
」
と
い
う
生
き
て
い
る
だ
け
て
満
足
で
あ
る
と
い
う
明
る
い
未
来

を
感
じ
さ
せ
、
絵
本
は
終
わ
り
に
な
る
。

　
こ
の
本
は
、
育
ち
ゆ
く
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
に
大
切
な
こ

と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
作
者
は
そ
ん
な
こ
と
を
意
図
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
と
思
う
が
、
読
む
人
の
誰
の
心
に
も
、
迷
い
や
暗
闇

が
そ
の
年
代
な
り
に
あ
る
が
、
そ
の
立
場
ご
と
に
何
か
を
教
え
て
く

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
英
訳
が
つ
い
て
い
る
こ
の
絵
本
は
、
日
本
だ

け
で
な
く
今
後
き
っ
と
世
界
中
で
読
ま
れ
、
読
む
人
々
に
起
き
上
が

る
力
と
感
謝
の
気
持
ち
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

（
つ
の
だ
・
よ
し
こ=

浦
和
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
員
、
元
聖
学
院
小
学
校
教
頭
）
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東
京
ミ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
所
（
Ｔ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
は
、
一
九
八
九
年
、
ロ

バ
ー
ト
・
リ
ー
氏
を
筆
頭
に
、
東
京
聖
書
学
院
、
日
本
メ
ノ
ナ
イ
ト

兄
弟
セ
ン
タ
ー
、
Ｏ
Ｍ
Ｆ
の
支
援
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
リ
ー
氏

は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
「
日
本
史
に
お
け
る
宗
教
的
自
我
の
形
成
」

で
博
士
論
文
を
書
か
れ
た
ほ
ど
、
日
本
の
宗
教
と
歴
史
、
宣
教
の
あ

り
方
に
造
詣
が
深
い
神
学
者
で
あ
っ
た
。
日
本
国
が
希
求
す
る
「
平

和
」
を
「
神
の
平
和
」
と
い
う
大
き
な
視
点
か
ら
論
じ
る
こ
と
の
で

き
る
メ
ノ
ナ
イ
ト
宣
教
師
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
設
立

三
〇
年
を
経
て
、
天
に
帰
ら
れ
た
リ
ー
氏
の
志
を
受
け
継
ぐ
研
究
者

た
ち
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
論
集
で
あ
る
。

諸
論
文
に
一
貫
し
た
筋
道
を
記
す
こ
と
で
書
評
と
し
た
い
。
Ｔ
Ｍ

Ｒ
Ｉ
が
日
本
の
教
会
全
般
に
果
た
し
た
特
筆
す
べ
き
貢
献
は
、
Ｄ
・

ボ
ッ
シ
ュ
『
宣
教
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
』
の
翻
訳
出
版
で
あ
っ
た
。

こ
の
書
は
、
西
欧
的
帝
国
主
義
・
勝
利
主
義
の
息
が
か
か
っ
た
宣
教

論
を
批
判
的
に
検
討
し
、
宣
教
と
は
、
ご
自
身
の
民
を
創
造
し
よ
う

と
歴
史
に
働
き
か
け
る
「
神
の
宣
教
」（
ミ
シ
オ
・
デ
イ
）
で
あ
る
、

と
論
じ
た
大
著
で
あ
る
。
翻
訳
の
た
め
に
多
く
の
研
究
者
が
集
結
し
、

Ｔ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
裾
野
は
拡
大
し
た
。

本
書
の
冠
的
論
文
で
あ
る
第
一
章
で
、
リ
ー
氏
は
聖
書
や
神
学
的

伝
統
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
が
「
過
去
に
お
い
て
何
を

意
味
に
し
た
の
か
」、
そ
れ
が
「
今
日
に
お
い
て
、
日
本
の
文
化
脈

で
何
を
意
味
す
る
の
か
」
を
区
別
し
、
双
方
を
批
判
的
に
検
討
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
力
説
し
て
い
る
。
宣
教
は
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
か

ら
受
け
継
い
だ
も
の
を
無
批
判
に
押
し
つ
け
る
こ
と
で
は
な
い
。
ま

た
宣
教
を
受
け
取
っ
た
側
も
、
自
ら
の
文
化
的
土
壌
・
日
本
人
論
を

批
判
的
に
検
討
せ
ず
し
て
、
宣
教
の
さ
ら
な
る
広
が
り
を
期
待
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
過
去
か
ら
今
日
へ
と
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
、
脱

構
築
、
再
構
築
と
い
う
用
語
が
何
度
も
出
て
く
る
。

†
本
・
批
評
と
紹
介

平
和
を
つ
く
り
出
す

神
の
宣
教

現
場
か
ら
問
わ
れ
る
神
学

西
岡
義
行
責
任
編
集

〈
評
者
〉

藤
本

満

今
日
的
に
神
学
の

枠
組
を
問
い
直
す
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第
二
章
の
「
平
和
神
学
の
基
礎
と
し
て
の
聖
書
学
的
枠
組
」（
宮

崎
誉
）
は
、
メ
ノ
ナ
イ
ト
派
の
真
骨
頂
で
あ
る
平
和
神
学
の
枠
組
を

紐
解
く
。
旧
約
聖
書
で
は
、
王
政
は
シ
ャ
ロ
ー
ム
を
用
い
て
、
格
差

社
会
を
安
定
維
持
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
、
預
言
者
は
社

会
正
義
を
求
め
る
真
の
シ
ャ
ロ
ー
ム
を
説
い
た
。
新
約
聖
書
で
は
、

ロ
ー
マ
帝
国
の
平
和
に
、
神
の
国
に
お
け
る
終
末
論
的
平
和
が
切
り

込
ん
で
い
く
。
戦
中
の
パ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
（
大
東
亜
共
栄
圏
）、

戦
後
の
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
、
帝
国
主
義
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ

ム
の
中
に
平
和
が
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
教
会
が
背
負
う
倫
理
的

な
課
題
は
な
ん
で
あ
る
の
か
を
問
う
。

　
第
三
章
「
修
復
的
贖
罪
論
の
可
能
性
を
探
る
」（
河
野
克
也
）
は
、

十
字
架
を
刑
罰
代
償
的
に
理
解
す
る
応
報
的
贖
罪
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

を
、
近
年
の
パ
ウ
ロ
研
究
に
基
づ
い
て
見
直
し
、
新
た
に
「
修
復
的

贖
罪
論
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
短
く
も
、
凝
縮
さ
れ
た
、
秀
逸
な
論

考
で
あ
る
。

　
第
四
章
「
グ
レ
ン
・
ス
タ
ッ
セ
ン
の
『
受
肉
的
弟
子
の
道
』
の
地

位
と
展
望
」（
中
島
光
成
）
は
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
い

た
イ
エ
ス
で
は
な
く
、
神
の
性
質
の
顕
れ
と
し
て
受
肉
さ
れ
た
御
子

イ
エ
ス
を
、
歴
史
に
根
ざ
し
、
現
実
的
に
重
く
受
け
止
め
る
「
受
肉

的
弟
子
の
道
」
を
現
代
の
日
本
の
教
会
の
た
め
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
五
章
「
ハ
ワ
ー
ワ
ス
の
『
近
代
的
自
己
』
批
判
」（
中
島
真
実
）

は
、
カ
ン
ト
の
、
理
性
的
に
よ
っ
て
近
代
的
自
己
を
確
立
し
よ
う
と

す
る
試
み
が
、
人
間
の
宗
教
性
を
道
徳
世
界
に
封
じ
込
め
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
ハ
ワ
ー
ワ
ス
に
よ
る
、
キ
リ
ス

ト
の
物
語
に
取
り
込
ま
れ
、
聖
化
に
向
か
い
旅
す
る
自
己
を
物
語
的

に
捉
え
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
紹
介
し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
ホ
ー

リ
ネ
ス
系
の
自
己
が
カ
ン
ト
の
そ
れ
に
近
い
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
第
六
章
「
終
末
的
苦
難
の
な
か
で
の
世
界
宣
教
と
イ
エ
ス
の
弟
子

形
成
」（
横
田
法
路
）
は
、
近
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
あ
っ
て
、

イ
エ
ス
の
弟
子
共
同
体
は
な
ん
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
解
説
、
ま
さ
に
現
場
か
ら
の
神
学
で
あ
る
。

　
最
終
章
「
被
災
地
か
ら
問
わ
れ
る
包
括
的
福
音

─
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

運
動
の
視
点
か
ら
」
の
著
者
は
、
本
書
全
体
の
編
集
者
・
西
岡
義
行

氏
で
あ
る
。
氏
は
宣
教
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
図
っ
た
フ
ラ
ー
神

学
校
で
宣
教
学
の
博
士
号
を
取
得
し
、
ベ
ス
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
帰

国
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、
リ
ー
氏
の
志
を
具
現
す
る
た
め
に
Ｔ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
働
き
に
献
身
的
な
労
苦
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
付
記
し
て
、

拙
評
を
閉
じ
る
。

（
ふ
じ
も
と
・
み
つ
る=

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
高
津
教
会
牧
師
）
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『本のひろば』のバックナンバーをＷｅｂ上で閲覧できます。「キリスト教文書センター」の
ホームページから「書評誌『本のひろば』」にアクセスしてください。

2020年6月号
書名 著・訳・監修者、出版社 書評者

巻頭エッセイ：言は神であった　　野村　信
特集：日本における宣教・伝道を学ぶにはこの三冊！　　石田　学
エッセイ：「藤井 武記念講演集」Ⅰ・Ⅱを上梓して　　佐藤全弘
苦難と救済 野村信他編、教文館 住 谷　 眞
奪われる子どもたち 富坂キリスト教センター編、教文館 大 嶋 果 織
続・社会学者、聖書を読む 高橋由典著、教文館 川 中 子 義 勝
教会の一致と聖さ 袴田康裕著、いのちのことば社 藤 本　 満
押田成人著作選集 1 宮本久雄他編、日本キリスト教団出版局 小 暮 康 久
藤井武記念講演集Ⅰ、Ⅱ 佐藤全弘著、ヨベル 内 坂　 晃
アレテイア 伝道する説教をしよう 日本キリスト教団出版局編 齋 藤 真 行
ヨシヤの改革 D. T. ステュアート他著、博英社 焼 山 満 里 子
教会のマネジメント 島田恒他著、キリスト新聞社 宇 田 川 元 一
神さまが見守る子どもの成長 石丸昌彦著、日本キリスト教団出版局 小 島 誠 志
聖書と現代 関西学院大学神学部編、キリスト新聞社 山 口 希 生

2020年7月号
巻頭エッセイ：本と旅して　　松村さおり
特集：「ヴィジュアル表現にみるキリスト教」に触れるならこの三冊！　　三輪義也
あなたはわたしの愛する子 片柳弘史著、教文館 久 米 小 百 合
平和憲法とともに 稻正樹他編、新教出版社 笹 川 紀 勝
誰にも言わないと言ったけれど J. H. コーン著、新教出版社 山 下 壮 起

イエスを見つめながら カンバーランド長老キリスト教会高座教会編、
新教出版社 戒 能 信 生

現代神学の冒険 芦名定道著、新教出版社 小 原 克 博
キリスト教史の学び（上） 越川弘英著、キリスト新聞社 落 合 建 仁

「新」キリスト教入門（2） 新免貢著、燦葉出版社 岩 村 義 雄
創造か進化か デニス・アレクサンダー著、ヨベル 関 野 祐 二
母子の情愛 西谷幸介著、ヨベル 間 瀬 啓 允
知られなかった信仰者たち 川口葉子他著、いのちのことば社 辻　 直 人
今日のパン、明日の糧 H. ナウエン著、日本キリスト教団出版局 吉 川 直 美

2020年8月号
巻頭エッセイ：キリスト教とどうかかわるか　　岡田　聡
特集：「キリスト教教育」を学び直すにはこの三冊！　　森田美千代
見出された命 小島誠志著、教文館 渡 辺 正 男
古代イスラエル宗教史 M. ティリー他著、教文館 月 本 昭 男
ヤバいぜ！ 聖書 明治学院テキスト作成委員会編、新教出版社 西 原 廉 太
逆風に抗して ドロテー・ゼレ著、新教出版社 山 本 泰 生
今、礼拝を考える［新装増補版］ 越川弘英著、キリスト新聞社 北 村 裕 樹
宇宙の筋目に沿って S. ハワーワス著、ヨベル 藤 原 淳 賀
JK に語る！ 新約聖書の女性たち 久野牧著、一麦出版社 矢 澤 励 太

http://www.bunsyo.or.jp
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2020年9月号
巻頭エッセイ：書物を持って来てください　　岩村義雄
特集：「疫病と歴史」を学び直すならこの三冊！　　村上陽一郎
アウグスティヌス著作集第 19/I
詩編注解⑶ アウグスティヌス著、教文館 山 田　 望

正義と法 W. フーバー著、新教出版社 千 葉　 眞
キリスト教神学とは何か 李信建著、ヨベル 齋 藤 五 十 三
信仰生活ガイド　主の祈り 林牧人編、日本キリスト教団出版局 篠 田 真 紀 子
アブラハムと神さまと星空と
創世記・上 大頭眞一著、ヨベル 松 島 雄 一

わたしたちの信仰 金子晴勇著、ヨベル 原 田 博 充

2020年10月号
巻頭エッセイ：書物に魅せられて　　吉川直美
特集：「臨床神学」を学ぶにはこの三冊！　　鳥居雅志
キリストとローマ皇帝たち E. シュタウファー著、教文館 島　 創 平
抵抗権と人権の思想史 森島豊著、教文館 芦 名 定 道
信仰と人生 任哲完著、日本キリスト教団出版局 き ど の り こ
現代のバベルの塔 新教出版社編集部編、新教出版社 福 嶋　 揚
キリスト教史下巻　増補新版 フスト・ゴンサレス著、新教出版社 柳 下 明 子
恵みによって ジャン・カルヴァン著、キリスト新聞社 井 ノ 川 勝
実存の神学 フリッツ・ブーリ著、ヨベル 笠 井 恵 二

2020年11月号
巻頭エッセイ：「いつか来る二回目」のために　　北村裕樹
特集：BLM（Black Lives Matter）を学ぶためのこの三冊！　　山下壮起

「死海文書」物語 J. J. コリンズ著、教文館 上 村　 静

神さまと共に歩む道 日本キリスト改革派教会大会教育委員会著、
教文館 藤 本　 満

3 分間のグッドニュース［預言］ 鎌野善三著、ヨベル 梅 津 順 一
今、よみがえる創世記の世界 小山清孝著、ヨベル 中 澤 啓 介
見えないものに目を注いで 山形謙二著、福音社 稲 田　 豊
詩篇の思想と信仰Ｖ 月本昭男著、新教出版社 加 藤 久 美 子

註解 ローマの信徒への手紙 C. クランフィールド著、日本キリスト教団出
版局 浅 野 淳 博

次世代への提言！ 日本クリスチャン・アカデミー関東活動セン
ター編、新教出版社 松 本 敏 之
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■
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局

オ
リ
ゲ
ネ
ス 
サ
ム
エ
ル
記
上
説
教小

高
毅
／
堀
江
知
己
訳

古
代
教
会
最
大
の
神
学
者
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
、
サ
ム
エ
ル
記
上
に
よ
る

説
教

─
厳
格
な
説
教
者
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る

第
１
説
教
、
一
見
異
教
的
な
エ
ン
・
ド
ル
の
口
寄
せ
の
記
述
を
キ
リ

ス
ト
の
陰
府
降
り
と
重
ね
説
き
明
か
す
第
２
説
教

─
と
、
サ
ム
エ

ル
記
上
に
関
す
る
断
片
を
完
訳
、
詳
細
な
背
景
の
解
説
を
付
す
。

Ａ
５
判
・
上
製
・
１
４
４
頁
・
定
価
２
６
４
０
円

こ
こ
が
変
わ
っ
た
！
「
聖
書
協
会
共
同
訳
」《
新
約
編
》

浅
野
淳
博
／
伊
東
寿
泰
／
須
藤
伊
知
郎
／ 

辻
学
／
中
野
実
／
廣
石
望
著

新
翻
訳
聖
書
「
聖
書
協
会
共
同
訳
」
は
従
来
の
「
新
共
同
訳
」
と
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
。
近
年
の
新
約
学
の
研
究
成
果
を
反
映
し
、
改
め
ら

れ
た
訳
語
、
刷
新
さ
れ
た
神
学
理
解
、
な
お
残
る
議
論
の
数
々
を
、
同

時
期
刊
行
の
「
新
改
訳
２
０
１
７
」
と
も
比
較
し
な
が
ら
、
新
約
学
界

を
牽
引
す
る
執
筆
陣
が
解
説
。四

六
判
・
１
２
８
頁
・
定
価
１
３
２
０
円

■
新
教
出
版
社

組
織
神
学
　
第
三
巻

ヴ
ォ
ル
フ
ハ
ル
ト
・
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
著 

佐
々
木
勝
彦
訳

主
著
の
最
終
巻
は
終
末
論
的
な
賜
物
と
し
て
の
霊
に
関
す
る
教
理
を
、

以
下
の
表
題
に
沿
っ
て
展
開
す
る
。「
第
12
章
　
霊
の
注
ぎ
、神
の
国
、

そ
し
て
教
会
」、「
第
13
章
　
メ
シ
ア
の
教
団
と
個
人
」、「
第
14
章
　

選
び
と
歴
史
」、「
第
15
章
　
神
の
国
に
お
け
る
創
造
の
完
成
」。

Ａ
５
判
・
８
８
８
頁
・
予
価
１
３
２
０
０
円

■
教
文
館

教
会
実
務
を
神
学
す
る

─
─
事
務
・
管
理
・
運
営
の
手
引
き

山
崎
龍
一
著

牧
師
の
待
遇
や
会
計
実
務
の
考
え
方
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
重
要
性
、

教
会
の
宗
教
法
人
格
取
得
の
意
味
な
ど
、
牧
師
・
役
員
に
な
っ
た
と

き
に
必
ず
知
っ
て
お
く
べ
き
事
柄
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。
牧
師
と

信
徒
が
共
に
教
会
を
形
成
す
る
た
め
に
必
携
の
書
！

四
六
判
・
２
２
４
頁
・
定
価
１
９
８
０
円
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書
店
名

郵
便
番
号

住
　
所

電
　
話

フ
ァ
ッ
ク
ス

U
RL

メ
ー
ル

郵
便
振
替

北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
書
店

06
0-
08
07

札
幌
市
北
区
北
七
条
西
６
丁
目

01
1-
73
7-
17
21

01
1-
74
7-
59
79

ht
tp
:/
/w
w
w
.jb
-s
ho
p.
co
m
sa
sa
ki
@
jb
-s
ho
p.
co
m

02
77
0-
2-
56
52
0

善
隣
館
書
店

02
0-
00
25

盛
岡
市
大
沢
川
原
3-
2-
37

01
9-
65
4-
12
16
共
用

zen
rin
kan
_sy
ote
n_0
53
0@
yah
oo
.co
.jp
02
35
0-
0-
87
4

仙
台
キ
リ
ス
ト
教
書
店

98
0-
00
12

仙台
市青
葉区
錦町
1-1
3-6
　東
北教
区セ
ンタ
ー・
エマ
オ1
F
02
2-
22
3-
27
36
共
用

fq
cw
k5
24
@
yb
b.
ne
.jp

02
23
0-
0-
31
15
2

恵
泉
書
房

26
0-
00
21

千葉
市中
央区
新宿
2-8
-2　
千葉
クリ
スチ
ャン
セン
ター
ビル

04
3-
23
8-
12
24

04
3-
24
7-
30
72

htt
p:/
/w
ww
.ke
ise
n.c
hri
sti
an
.jp
ke
is
en
@
ve
st
a.
oc
n.
ne
.jp

00
12
0-
9-
43
61
9

教
文
館

10
4-
00
61

東
京
都
中
央
区
銀
座
4-
5-
1

03
-3
56
1-
84
48

03
-3
56
3-
12
88

htt
p:/
/w
ww
.ky
ob
un
kw
an
.co
.jp
xb
oo
ks
@
ky
ob
un
kw
an
.c
o.
jp
00
12
0-
2-
11
35
7

聖
公
書
店

35
0-
13
31

埼
玉
県
狭
山
市
新
狭
山
1-
5-
1

04
2-
90
0-
27
71

04
2-
90
0-
27
22

se
ik
os
ho
te
n@
bi
bl
e.
or
.jp

00
16
0-
2-
18
41
0

ア
バ
コ
・
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
16
9-
00
51

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2-
3-
18

03
-3
20
3-
41
21

03
-3
20
3-
41
86

ht
tp
:/
/w
w
w
.a
va
co
.in
fo

av
ac
o@
av
ac
o.
in
fo

00
13
0-
0-
96
39
8

待
晨
堂

16
7-
00
53

東
京
都
杉
並
区
西
荻
南
3-
16
-1

03
-3
33
3-
57
78
共
用

htt
p:/
/ta
ish
ind
o-b
oo
ks.
jim
do
.co
m/
ta
ish
ind
o@
jco
m.
ho
me
.ne
.jp

00
11
0-
8-
95
82
7

バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
南
青
山

10
4-
00
61

東
京
都
中
央
区
銀
座
4-
5-
1

03
-3
56
7-
19
95

03
-3
56
7-
44
35

ht
tp
:/
/b
ib
le
ho
us
e.
jp

bi
bl
eh
ou
se
@
bi
bl
e.
or
.jp

00
16
0-
2-
18
41
0

横
浜
キ
リ
ス
ト
教
書
店

23
1-
00
63

横
浜
市
中
区
花
咲
町
3-
96

04
5-
24
1-
38
20

04
5-
24
1-
58
81

http
://w

ww7
b.big

lobe
.ne.j
p/~y

okoh
ama
-cbs
/ind
ex.h
tml
sk
sc
h@
m
va
.b
ig
lo
be
.n
e.
jp

00
25
0-
4-
25
12

清
光
書
店

95
1-
81
14

新
潟
市
営
所
通
一
番
町
31
3

02
5-
22
9-
06
56
共
用

00
56
0-
8-
51
41
9

静
岡
聖
文
舎

42
0-
08
66

静
岡
市
葵
区
西
草
深
町
20
-2
6

05
4-
26
0-
66
44

05
4-
26
0-
56
12

ht
tp
://
ww
w.
s-
se
ib
un
.c
o.
jp
/
in
fo
@
s-
se
ib
un
.c
o.
jp

00
81
0-
8-
26
55
8

名
古
屋
聖
文
舎

46
4-
08
50

名
古
屋
市
千
種
区
今
池
5-
28
-4

05
2-
74
1-
24
16

05
2-
73
3-
26
48

htt
p:/
/na
goy
a-s
eib
uns
ha.
la.c
ooc
an.
jp/
na
go
ya
-se
ibu
ns
ha
@n
ifty
.co
m

00
81
0-
5-
14
07
3

京
都
ヨ
ル
ダ
ン
社

60
2-
08
54

京
都
市
上
京
区
荒
神
口
通
河
原
町
東
入
ル
07
5-
21
1-
66
75

07
5-
21
1-
28
34

http
://w

eb.
kyo
to-i
net
.or.
jp/p
eop
le/k
tjor
dan
/
ktj
ord
an
@m
bo
x.k
yo
to-
ine
t.o
r.jp

01
01
0-
2-
59
4

大
阪
キ
リ
ス
ト
教
書
店

53
0-
00
13

大
阪
市
北
区
茶
屋
町
2-
30

06
-6
37
7-
60
26

06
-6
37
7-
60
27

htt
p:/
/o
sa
ka
cb
s.w
eb
.fc
2.c
om
/
oc
hr
bo
ok
@
riv
er
.o
cn
.n
e.
jp

00
99
0-
3-
43
00
9

バイ
ブル

ハウ
スび

ぶろ
すの

森
59
1-
80
41

堺
市
北
区
東
雲
東
町
1-
1-
16

07
2-
25
7-
09
09

07
2-
25
3-
61
32

sa
ka
i-j
bs
@
bi
bl
e.
or
.jp

00
16
0-
2-
18
41
0

神
戸
キ
リ
ス
ト
教
書
店

65
0-
00
21

神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
3-9
-18
三
陽
ビ
ル
2F
07
8-
33
1-
75
69

07
8-
94
5-
93
88

ko
be
x@
ni
kk
ih
an
.c
o.
jp

00
17
0-
2-
42
13
90

広
島
聖
文
舎

73
0-
08
41

広
島
市
中
区
舟
入
町
12
-7

08
2-
20
8-
00
22

08
2-
20
8-
01
77

hs
ei
bu
n0
95
1@
ya
ho
o.
co
.jp

01
36
0-
4-
19
58

松
山
キ
リ
ス
ト
教
書
店

79
0-
08
04

松
山
市
中
一
万
町
1-
23

08
9-
92
1-
55
19

08
9-
92
1-
54
13

http
://w

ww.
geo
citie
s.jp/

mat
suya

ma_
100
7/in
dex.
htm
is
ks
ch
@
do
ki
do
ki
.n
e.
jp

01
65
0-
1-
21
20

北九
州キ
リス
ト教
ブッ
クセ
ンタ
ー

80
2-
00
22

北
九
州
小
倉
北
区
上
富
野
5-
2-
18

09
3-
96
7-
03
21
共
用

kc
bo
ok
ce
nt
er
@
bi
bl
e.
or
.jp

01
78
0-
4-
39
96
5

新
生
館

81
0-
00
73

福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
2-
7-
7

09
2-
71
2-
61
23

09
2-
78
1-
54
84

ht
tp
:/
/w
w
w
.s
in
se
ik
an
.jp
/
in
fo
@
si
ns
ei
ka
n.
jp

01
75
0-
5-
10
93
2

キ
リ
ス
ト
教
書
店
ハ
レ
ル
ヤ
86
2-
09
71

熊
本
市
大
江
4-
20
-2
3

09
6-
37
2-
35
03
共
用

k-
ha
le
ru
ya
@
bi
bl
e.
or
.jp

00
16
0-
2-
18
41
0

※
一

般
書

店
関

係
の

方
は

　
日

キ
販

営
業

部
　

ＴＥＬ
 0

3-
32

60
-5

67
0 

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。



東
日
本
大
震
災
か
ら
一
〇
年
の
節
目

を
迎
え
た
。
当
時
、
私
は
高
校
三
年
生
、

卒
業
式
の
前
々
日
だ
っ
た
。
山
陰
地
方

の
全
寮
制
の
学
校
に
い
た
た
め
揺
れ
を

感
じ
な
か
っ
た
が
、
皆
で
テ
レ
ビ
画
面

に
釘
付
け
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

先
日
、
被
災
者
支
援
に
尽
力
し
た
あ
る
牧
師
が
、
説
教
で
当
時
の

こ
と
を
語
っ
て
い
た
。
そ
の
中
の
、
石
巻
の
被
災
者
が
語
っ
た
言
葉

に
胸
を
打
た
れ
た
。「
今
回
の
津
波
で
す
べ
て
を
失
い
ま
し
た
。
で
も
、

今
日
は
こ
の
こ
と
ば
で
生
き
て
い
る
ん
で
す
」。〝
生
き
て
い
れ
ば

き
っ
と

笑
え
る
時
が
来
る
〟
そ
う
書
か
れ
た
絵
手
紙
を
握
り
締
め
、

牧
師
に
語
っ
た
そ
う
だ
。

今
は
様
々
な
言
葉
に
囲
ま
れ
て
い
る
時
代
だ
。
街
中
に
張
り
出
さ

れ
た
広
告
の
文
字
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
る
数
々
の
記
事
や
、
誰

か
の
投
稿
、
コ
メ
ン
ト
…
…
。
購
買
意
欲
を
そ
そ
る
言
葉
、
危
機
感

を
煽
る
言
葉
、
人
生
の
た
め
に
な
り
そ
う
な
言
葉
。
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
、
現
実
の
人
間
と
話
し
て
い
る
時
間
よ
り
も
、
こ
う
い
っ
た
言
葉

に
触
れ
て
い
る
時
間
の
方
が
長
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
生
活
を

し
て
い
る
と
、「
こ
の
言
葉
で
生
き
て
い
る
」
な
ん
て
、
考
え
る
こ

と
は
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
人
は
、「
最
後
は
言
葉
で
生
き
る
」。

こ
の
牧
師
の
体
験
は
、
そ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

わ
た
し
た
ち
が
世
に
送
り
出
し
て
き
た
言
葉
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

日
常
生
活
に
お
い
て
も
人
を
生
か
す
言
葉
を
語
っ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

光
は
闇
の
中
で
輝
い
て
い
る
。
広
が
る
闇
を
感
じ
る
中
だ
か
ら
こ
そ
、

輝
く
言
葉
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
励
み
た
い
。
ま
だ
ま
だ
先
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
と
き
に
は
、
教
会
の
ご
高

齢
の
方
々
に
、「
あ
な
た
を
生
か
す
言
葉
は
な
ん
で
す
か
」
と
伺
っ

て
み
よ
う
。

（
桑
島
）
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特
集
特
集

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
││
││
社
会
と
の
交
渉

社
会
と
の
交
渉

寄
稿
者

寄
稿
者
＝＝
島
薗
進
、
橋
迫
瑞
穂
、
堀
江
宗
正

島
薗
進
、
橋
迫
瑞
穂
、
堀
江
宗
正

樫
村
愛
子
、
安
藤
礼
二
、
栗
原
康

樫
村
愛
子
、
安
藤
礼
二
、
栗
原
康

神
の
約
束
の
中
に
生
き
る
た
め
の
「
ジェン
ダ
ー
公
正
」
藤
原

佐
和
子
／
好
評
連
載
間
隙
を
思
考
す
る
非
同
時
代
性
の

た
め
に
（
田
崎
英
明
）、
古
代
イ
ス
ラ
エル
文
学
史
序
説
（
勝

村
弘
也
）、
福
音
のフ
ラ
グ
メン
ト（
有
住
航
）、
霊
性
のエコロ

ジ
ー
あ
る
い
は
アニマ
＝
マテ
リ
ア
（
村
澤
真
保
呂
）、I Say 

a Little Prayer 

開
か
れ
る
世
界
（
栗
田
隆
子
）
ほ
か

福音と世界

予 告    

本のひろば

２０21 年 6 月号

本
・
批
評
と
紹
介

國
友
淑
弘
著
『
黒
人
霊
歌
の
即
興
性
』、
ロ
ー
ワ
ン
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
著
『
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
生
き
る
』、
加
藤
常

昭
著
『
使
徒
言
行
録
講
話
』、
金
子
晴
勇
著
『
キ
リ
ス
ト

教
思
想
史
の
諸
時
代
Ⅱ
』、
村
椿
嘉
信
著
『
荒
れ
地
に
咲

く
花
』
他
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